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~] Ryoke granite in the core i~ Fault gouge m the outcrop at Hrrabayashi (thickness = 0.2 m) 
~l3. Distance profile of bu]k magnetic suscepiibility, anisotropy degree of magnelic susceptibility, NRM and fractal dimension of fracfures in 
rocks. The bulk susceptibility in fractured rocks (Ryoke granite) shows the average I O I Sl (dashed line), and one in fault gouge shows a thirty times 
lar~er va]ue than it. The anisotropy degree in fault gouge is low (isotropic fabric). The NRM in fractured rocks varies between The values of l0-5 and 
lcrti (emu/cc) along an average value (dashed llne), while one in faull gouge shows a two-order-of-magnitude larger lhan one in fractured rocks. 
Fractal capacity dimension shows a monotonic decrease with an increase of the dislance from the fault, its regression (solid line) is D= (-1 07 X 10 2) 
L+ I .53 by the least-squares fittlng 
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 論文審査の結果の要旨
 中村教博提出の博士論文は,岩石の非弾性変形と磁化・帯磁率との関係を理論的に解明しようとした
 ものである。これまで,地震に伴う電磁気異常現象は多数知られており,地震予知にとって有望なもの
 のひとつとして注目されている。電磁気異常の原因としては,ピエゾ効果,流動電位,フラクトエミッ
 ションなどが提案されている。ピエゾ効果は弾性変形と関連した電磁気現象であるが,磁気異常はサン
 アンドレアス断層のクリープ性すべりのように,地殻岩石の非弾性的変形によっても起きるようである。
 延性変形による磁気異常は実験的にも知られていることだが,非弾性変形と岩石磁気との理論的関係は,
 未解決の重要なテーマである。
 この問題に対して,中村教博は微分幾何学(フィンスラー幾何学)を駆使し,理論的なアプローチを
 試みた。岩石内には磁気スピンモーメントを持つ素子が分布していて,変形場と磁気素子,および磁気
 素子同士が相互作用する。解析の結果,応力テンソルの変化に伴う磁化の変化を,ピエゾ効果の項と4階
 の磁歪テンソルを比例定数とする非弾性変形の項とで表現できることを示した。
 岩石の非弾性変形に伴って,磁性鉱物も変形・再配列し,帯磁率異方性が変化する。非弾性的に変形
 した岩石の永久歪と帯磁率異方性との関係は,天然の岩石についてよく知られた現象である。中村教博
 は,先に求めた磁化と非弾性変形との関係式にヘンキーの全歪理論を結合して,帯磁率テンソルを非弾
 性歪と磁歪テンソル・シーカント弾性率によって表されることを示した。
 岩石の流動変形の歪速度が応力のべき乗に比例することはよく知られた事だが,これは破壊や摩擦の
 固着すべりにも拡張できる。中村教博は,この構成式と先に求めた磁化と応力との関係式を結合するこ
 とによって,磁化変化を非弾性歪速度の変化と4階の磁気応力感応テンソルで表現することに成功した。
 この結果はクリープ速度の変化に伴って変化するサンアンドレアス付近の磁気異常の観測結果と調和的
 である。
 中村教博は,さらに熱力学的考察を行い,帯磁率テンソルと化学ポテンシャルとの関係式の導出を試
 みている。また,兵庫県南部地震の起震断層である野島断層のボーリングコアについて,帯磁率と割目
 群のフラクタル次元を計測し,両者の関係について上記理論からの解釈を試みている。
 以上の研究結果は,岩石磁気と地殻の非弾性変形との関係,さらには断層運動に伴う磁気異常につい
 てこれまでにない理論を提示したものであり,自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識
 を有することを示している。したがって,中村教博提出の論文は,博士(理学)の学位論文として合格
 と認める。
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